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平等性をなくすような税体制にするためにも国

土調査をやっぱり市街地の方からやっていって、

そして固定資産税に波及するようなそういうき

ちっとしたものを出していただくものをいただ

くというふうにしていかないとだめだよ」とい

うふうなことを申し上げてきた経緯ありますけ

れども、そこの考え方からいきますと全く違っ

てきた中身なもんですから、地域の方は来年か

らやっとということでみんなＰＲしたわけです。

ＰＲした一方に、今度はやりませんよの話を出

さなければならないわけですから、これは地域

の方は、役員の方大変になるわけですから、そ

ういうことにならないようにぜひこれからお願

いをしたいということを申し上げて、私の質問

を終わります。 
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 島田友市議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 次に、順位２番、議席番号19番、

島田友市議員。 

  （19番島田友市議員登壇） 

○１９番 島田友市議員 おはようございます。 

 ３月定例会は会派代表ということでございま

すが、私どもの会派は議長経験者ばかりぞろっ

とおりまして、「今回は交代してくれ」とお願

いしたんですが、なかなか壁が厚くて、後ろに

もどっかり座っている議長がいらっしゃいます

し、またやれということで、またここに立たせ

ていただいたところでございます。 

 さて、年度末で義務教育を受けられた小学生、

中学生、卒業式も間近であります。 

 私のころは卒業式はありませんでした。６年

生の卒業式というと、いつでも私、非常につら

い体験をしましたもんですから、脳裏に焼きつ

いております。そんなことからせっかくの質問

をさせていただく時間をいただきましたので、

質問に入る前に一言お話をしてみたいと思いま

すが、よろしくお願いします。 

 ことしは昭和47年以来の暖冬で、平地では積

雪なく、４月上旬を思わせる昨今でありますが、

昨年と異なりまして大層喜んだ方々、それと裏

腹に大変困惑された方々、いろいろと交差する

状況です。財政逼迫の長井市にとって除雪費の

不用額にはありがたいことですねと思ったとこ

ろです。私は、まさしく神風が吹いたんだなと

実感をいたしました。 

 神風って何だとよく言われます。私ごとにな

りますが、私、昭和７年の７月生まれです。昭

和16年12月８日、小学校４年生のときに大東亜

戦争が勃発したんです。戦争の真っただ中の６

年生のときに「国のために尽くしてくれない

か」と先生に話しかけられました。北山形に居

住する私の10歳上の女の先生でありますが、現

在元気でいらっしゃいます。時折今もお会いし

ております。「陸軍は、地上ですから弾丸がど

んどん飛んでくる。危険。海軍は、海上での戦

闘になりますから沈没のおそれありますよ。空

軍は、大空を自由に飛ぶことができるし、だか

ら航空兵がよいと思うな」ということで勧めら

れました。そして私は、クラスで４名でしたが、

少年航空兵として志願をしたわけなんです。ほ

かのクラスメイトは、すべて田や畑に食糧増産

に汗を流しておりました。私たち４名は、受験

勉強に懸命になりましたが、しかし物資不足で

ノートがなく、でも戦争にまつわるポスターな

どがありました。現在の新聞の折り込みのよう

な紙で、裏面はつるつるするもの、先生が適当

なサイズに裁断していただきまして、和紙でこ

よりをよってつくり、とじていただきました。

それで文字を書くが鉛筆の芯がかたく、ぽくぽ

く折れて大変苦労しました。もちろん鉛筆なめ

ることがそれから癖になったような感じもしま

す。物資不足に悩まされ、「欲しがりません勝

つまでは」という合い言葉に頑張ったものでし

―４２― 
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た。先生は、いつもそばにいて励ましてくれま

した。「日本は神の国だから、困ったときに必

ず神風が吹くんだよ。だからこの戦争は絶対に

勝ちます、頑張りましょうね」とよく励まされ

ました。しかし、神風は吹いてくれませんでし

た。 

＋

 昭和20年８月終戦となり、元兵役に服された

方々とお会いする機会がありました。話の中で、

「君、戦争終わってよかったね」と肩に手をか

けられ、「あの戦争が長引けば君は死んでいた

よ」と言うのです。私はぞっとしました。「君

たちは神風特攻隊として帰還の燃料は与えられ

ず、敵艦に体当たりし撃沈せよとの命令だっ

た」と聞かされ、早く戦争が終結してよかった

なと思ったが、反面悔しい感もありましたが、

今現在皆さんの前に立たせていただくことがで

きますことは本当に幸せです。現実は私にとっ

て真実の神風かも、私に神風が吹いてくれたん

だなということを私も実感してるところでござ

います。 

 そして、皆様方の温かい励ましとご指導を賜

り昭和62年、市議会議員に当選して以来５期20

年、市政の一翼を担ってきましたが、このたび

後進に道をということで勇退を決意いたしまし

た。５期20年、いろいろ思いはありますが、と

りわけ３月議会も間もなく閉会となります。同

時に、市議選も控えております。平成19年度

「財政危機脱出元年」に向け現職議員全員が当

選されることと長井市の財政が好転されること

を祈念しながら質問に入らせていただきます。 

 まず最初に、施政方針について質問をいたし

ます。 

 まず初めに、市長につかぬことをお伺いしま

すが、目黒前市長さんは就任して真っ先に「金

庫をあけてみたら中は空っぽ、ないそでは振れ

ませんね」という大変印象的な感想を述べられ

ました。内谷市長は、さきの施政方針の中で目

黒市政に対し「財政の緊急事態を回避され、長

井市の歴史に大なる光を与えてくれ、心よりお

礼申し上げたい」と大変高く評価されておられ

ましたが、その財政を引き継がれて、やはり早

速金庫をあけられたと思いますが、そのときの

率直な感想はどうだったのか、お聞かせを願い

します。 

 また、長井市は行財政改革の優等生として自

他ともに認める高い評価であったと思いますが、

18年度から総務省が「実質公債費比率」なる新

しい経営指標によって各自治体の財政状況をは

かることとなりましたが、それによれば長井市

は優等生どころか財政破綻の自治体の夕張市と

肩を並べるような台所状況であることが露呈し

ました。市議としてのチェックする立場と実際

に財布を預かる者としては、長井市の財政内容

には随分印象が違うのではないかと思うのです

が、「楽観論はあり得ない」という一言でなく、

もっと深い認識をお聞かせください。 

 さて、本題に入りますが、内谷市長のまちづ

くりに対する基本的な理念や方向性は施政方針

の中でうかがい知ることができますが、幾つか

の方針の中からテーマを絞って私のまちづくり

の考え方などと重ね合わせながら質問、また提

言をさせていただきます。 

 １点目、農業振興策についてであります。 

 市長も述べられておられますように、19年度

はまさに戦後農政の大転換の年であります。国

策として手厚く保護されてきた農業が、家業か

ら真の経営能力を問われる企業へといやが応で

も転換させられることとなります。それは、地

域農業が大資本が待ち受ける厳しい商業戦場へ

と投げ立たされることとなります。従来のよう

な国の支援が期待できない以上、自治体が地域

ぐるみで支援していかなければ地域農業は生き

残っていけません。長井市においても地域農業

の崩壊はまちづくりの大きな柱を失うことにな

り、何が何でも農業振興に取り組まなければな

らないものであります。 
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 国が中心市街地活性化法による支援認定の第

１号として青森市と富山市がありますが、これ

らの市はまさに総合的な視点に立ったまちづく

りに取り組んでいます。 

 そんな中、農業振興策として「レインボープ

ラン生産物を長井の地域ブランドとして積極的

に地域外へもアピールし出荷していこう」とい

う施策は時宜にかなったものと賛同するもので

あります。レインボープランは、ともすると地

域内循環という理念にとらわれ過ぎて生産者の

経済的メリットを軽視してきた嫌いがあり、協

力農家の減少傾向が心配されておりましたが、

新しい行政の支援のもと生産農家の経営が安定

化すればさらなる発展が期待できるものと確信

するものであります。 

 例えば青森市は、冬の除雪が負担となる高齢

者が郊外から移り住み、集合住宅や介護施設を

中心地につくり快適な空間づくりをしたり、１

年を通してねぶた祭が楽しめる施設をつくり、

観光客を２倍にふやそうともくろんでいます。

また、富山市も路面電車を町中にめぐらし、自

動車に頼らない暮らしを構想しております。 

＋ ＋

 地方都市は、これから合併などでいや応なし

にまちは拡散していきますが、この西置賜の中

心となるべき長井市においても中心市街地の活

性化は将来のまちづくりのためにどうしてもな

さなければならない事業があると思います。幸

い本町・中央まちづくり協議会などの活動も活

発化し、地域ぐるみの盛り上がりも出ておりま

す。この機を逃さないためにも、市が先頭に立

って、県・国に働きかけながら、地域住民が安

全・安心なまちづくりに取り組んでいただきた

いと思います。 

 ２点目、中心市街地活性化についてお伺いい

たします。 

 内谷市長は、11月の市長選に当選した後の新

聞等のインタビューで三大重点事業の一つに中

心市街地活性化を取り上げておられました。今

どの地方都市の中心市街地も急速に衰退しつつ

あります。少子高齢化による過疎化現象なども

上げられてますが、一番の大きな要因はショッ

ピングセンターや公共施設等の都市機能が郊外

へ郊外へと拡散したために行政コストが高くな

ったり生活者の利便性が損なわれたためである

と言われています。確かに近年のまちづくりの

考え方は、まちをどんどん拡大していくことは

いいことなのだという時代的発想でした。とこ

ろが、時間の経過とともに伝統的なまちのよさ

がどんどん失われていくにつれ、失うものの大

きさ、大切さにようやく気づき始め、やっぱり

人の多く住む中心市街地にもっともっと目を向

けて直そうというコンパクトシティーという考

え方が芽生えたのだと思います。 

 次に、３点目、環境に関するものであります。 

 内谷市長は、「自然と調和した美しい環境の

まち」の項で「日本はもとよりアジア諸国に知

れ渡る宝物であるレインボープランの理念を農

業ばかりでなく環境の理念にまで広げ、まちづ

くりの基軸にしたい」と述べておられます。 

 これもまたすばらしい発想と賛同し、ここで

一つ提言したいと思います。それは仮称ですが、

「地球温暖化阻止宣言都市」の立ち上げです。

市長も施政方針の冒頭で触れておられますよう

に、地球温暖化は人類共通の緊急課題であり、

長井市も市民も自分自身の問題として真剣に取

り組まなければならない課題であります。それ

らをかんがみるとき、レインボープランは地球

温暖化阻止にこれほどマッチする施策はありま

せん。レインボープランで集められる生ごみは、

 一方、「今さら中心市街地にお金をかけても、

結局シャッター通りの商店街を生むだけじゃな

いか」という意見もあります。しかし、そうい

うあしき例は中心市街地活性化を商店街活性化

に偏ってしまったためであります。商店街の活

性化はもとよりでありますが、それだけでは市

街地の活性化はなり得ません。 

―４４― 
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17年度実績で見ますと1,042トンです。平均

1,000トンはあるそうです。あの巨大10トント

ラック100台分以上です。もしこの生ごみを以

前のように焼却すると試算すれば、トン当たり

2万8,000円分の重油が必要とされるといいます。

つまり年間2,800万円強の重油と1,000トンを超

える生ごみが燃焼される際に発生されるＣＯ2

の量は膨大なものになるものです。かくもレイ

ンボープランは、地球温暖化阻止に貢献してい

ることになります。このようなすばらしい理念

と実績を持つ長井市ほど「地球温暖化阻止宣言

都市」に適した自治体はないと思いますので、

ほかに先駆けてこのことをアピールすることに

より「クリーンな都市長井」を訴えていくとと

もに、長井市民の意識高揚にもつながるもので

はないかと思うのでありますが、伺いをいたし

ます。 

＋

 次に、質問の大きな２つ目に入りますが、各

種業務委託契約及び工事請負契約における随意

契約による一者特命の契約の改善について質問

をいたします。私は、４年間近い議選の監査委

員としていろいろの監査をしてまいりましたの

で、指摘したいことは多々ありますが、特に改

善していただきたいこととして取り上げました

のが各種業務委託契約及び工事請負契約に関す

ることであります。 

 例年の決算審査意見書の中でも何度か指摘さ

せていただいてきましたのが随意契約による一

者特命や、時には見積書もなしという契約の弊

害であります。確かに業務内容によっては入札

や見積もりの徴取がそぐわないものもあります

が、多くのものは合致すると信じ、機会あるご

とに改善を要請してまいりましたが、18年度管

理課が積極的に改善に取り組まれて大きな成果

を上げていただきました。 

 皆さんの手元に配付させていただいておりま

すのが、管理課から提供していただき、議長の

許可を受けた資料であります。原簿は契約会社

名なども入ったものですが、情報公開法上から

いえば特に隠す必要もないのですが、重要なこ

とは数字でありますので、そのような資料にさ

せていただきました。その資料に載っている９

件の契約は、17年度まですべて長年にわたり一

者特命で同じ業者に委託契約していたものです。

18年度初めて複数者の見積もり合わせにしまし

たところ、何千円の違いで四捨五入すると同額

というものもありますが、驚くほど安くなって

いるものが幾つかあります。 

 その中で特に顕著なものが長井小学校と南中

学校のエレベーター保守点検契約です。長井小

学校は119万円から何と43万円に、実に76万円

も劇的に下がっております。南中学校も61万円

から24万円と、37万円も安くなり、ともに半分

以下どころかそれぞれ前年の36％、39％という

驚くべき成果です。この表の９件だけで132万

円以上の経費節減であります。このような不用

額は大歓迎であり、管理課の担当者には「よく

ぞ改善してくれました」とお褒めの言葉を贈り

たいと思いますが、反面もっと早くから手を打

っておけばその分ほかの市民サービスに予算化

できただろうと思いも深くした次第であります。 

 ちなみに長井小のエレベーター保守点検契約

は昭和46年から発生しており、その契約料は

年々増額し、昭和60年の102万円から100万円の

大台に達し、平成９年からは17年まで９年間同

じ業者が119万円で推移しております。もし仮

に昭和60年の時点で「100万円では高くない

か」と指摘し、入札を実施、18年度の決算額43

万円で済んでいたとすると以来21年間で約

1,500万円以上の節約ができたはずです。 

 同様に南中のエレベーター保守点検契約にお

いても平成９年の発生から17年度まで９年間一

貫して同一業者が61万円で継続しておりました

から、同じように試算しますと毎年37万円以上

の差額ですから、330万円の経費節減になり、

たったこの２件だけで合計1,830万円以上の巨

―４５― 
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額なものになります。 
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 このほかにも同様な契約をこの視点で見直し

たら驚くほどの経費節減ができたのではないか

と推測されます。こういった事例を見せられま

すと「庁内一丸となって血のにじむような行財

政改革に取り組んでまいりました」という言葉

がむなしく聞こえます。「長井市財政の中期展

望」によると財源不足額は23億5,000万円にも

なるそうですが、このような大きな数字ばかり

目がいっているため目の前の何千円、何万円と

いう経費節減がともすると取るに足りないもの

に思え、なおざりになっていくのではないです

か。こういう数字の積み重ねが巨大な財政赤字

につながるのだということに気がつかなければ

なりません。確かにＩＳＯ14001の精神でコピ

ー紙１枚、ボールペン１本にも気を使う土壌は

育ちつつありますが、本年の事務業務ではまだ

まだ前例踏襲主義、公平性の欠如、効率意識の

希薄さが払拭されていないように感じられます

が、市長、財政課長はもとより各管理職の方々

は「自分の職域では最終の監査機関なのだ」と

いう強い意識を持って事務執行に当たっていた

だきたいと思います。 

 これからも立場立場で厳しい目でチェックし

ていきたいというみずからの決意を表しまして、

質問を締めたいと思います。ご清聴に感謝しま

す。（拍手） 

○大沼 久議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 島田議員からは新政会を代表い

たしまして、市民の目線からではございますが、

大変高い見地から、島田議員の青年時代のいろ

んな体験、また人生観、そして長年にわたりま

して議員として市政の発展に尽くされていただ

きましたそういったさまざまな視点からご教示

をいただき、まことにありがとうございます。 

 まず最初に質問ございました就任して金庫を

あけたときの素直な感想はどうだったんだとい

うことでございますが、私も財政状況の実態を

実際目の当たりにしましてショックだったとい

うのが正直な感想です。それは確かに金庫には

前市長のときとは違いまして１億円近い、これ

は財政調整基金という基金を積み立てていただ

いておりました。しかしながら、さまざまな理

由から私が就任した時点で約２億6,700万円財

源不足だったというところが、私にとっては非

常にどうしたらいいのかなと、ちょっと一瞬途

方に暮れるような気持ちにもなりました。しか

しながら、これは私も議員としてそれなりの責

任があっただろうし、またこれは前市長の責任

だけではないだろうと。財政再建５カ年計画を

市民の皆様の協力を得まして断行してきたにも

かかわらず、先ほど佐々木議員の方からもあり

ましたように、それ以上にやはり国の、あるい

は少子高齢化の影響というのが今の地方自治体

には降りかかっているんだということだと私は

思っております。 

 幸いにもこの約１億7,000万円足りない部分

については、この暖冬で除雪費が、行政として

は大変ありがたかったことに少し浮いたという

ことや、あるいは特別地方交付税をこれから少

しでも上積みいただけるようなことを活動する

期間があったということや、あるいは執行残を

ぜひ何とか残していただけるようなそういった

指示をする時間があったということでまず何と

か乗り越えることができたかなと思っておりま

す。 

 それからその関連で「楽観論はあり得ないと

いう一言ではなくてもっと深い認識を」という

ことでございますが、これはただいま答弁させ

ていただいたこととも関連するんですけども、

１月の末に県が主催となりまして「地方分権改

革と市町村の今後」という研修会がございまし

た。これは県内の35の市町村長が主な対象だっ

たわけでございますけども、その中で関西学院

大学の小西先生という方が、これは総務省に極

めて近い方だというふうにお伺いしております

―４６― 
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けども、「今後、国は５年間地方の面倒は見な

い、こういうふうに首長は考えるべきですよ」

と、こういうような非常にショッキングなお話

がありました。「それぞれ首長の部屋には全市

長とか町長の写真があるだろう。その写真を見

て、あなた方の時代はよかったな、こういうふ

うに思う時期が必ずあるはずだ」というふうに

その先生おっしゃってました。結局国からの地

方交付税などはこれからどんどんそういった支

援が減らされる。当然その部分なかなか財源を

埋め合わせすることできません。 

＋

 現に長井市も５億円近い金額が足りなくなっ

たわけでございます。これからお金がないとい

うことでございますけども、これはとりもなお

さずやはりすべての市民サービスを見直しをせ

ざるを得ないという非常につらい一種の「余儀

なき改革」とでも言うべき見直しをしなきゃい

けない、そんな時期に私は就任してしまったん

だなと覚悟を決めたところでございます。 

 このためこれからの改革というのは、市民サ

ービスに直結する、市民生活に直結するいろん

な福祉、医療、介護、教育、子育て、そういっ

た予算を見直ししなきゃいけません。しかし、

そこでやはり大切なのは、血も涙もある見直し

にしなきゃいけない。これは市の職員はもちろ

んでございますが、ＮＰＯあるいは市民団体の

皆様、そして市民の皆様の協力を得ないとこう

いう見直しはできないだろうと。しかし、お金

がないという現実からこれは何とかみんなで知

恵を合わせて乗り切るしかないんだなというふ

うに思っております。私は、１年間かけまして

市民の皆様とできるだけ直接対話しながらご理

解をいただくような、そして逆に、これからど

うしたらそのサービスを納得いく形でやってい

くことができるかと、その部分をいろいろ意見

交換してまいりたいというふうに思っています。

そういった意味では私の任期期間中４年間はず

っと批判され、ずっと寒風を受ける、そんな時

期なのかなというふうに思っております。 

 次に、農林関係で大変貴重なご質問いただき

ました。これ確かに島田議員がおっしゃいます

ように戦後最大の農政改革、いよいよ19年度か

らスタートするわけでございます。その中で重

要になってくるのは、やはり本市農業の担い手

であります認定農業者の方々の育成、そして農

用地利用改善組合等と連携しました各地域の集

落営農等の組織の推進がまず大きなポイントだ

というふうに考えております。積極的な農用地

の利用集積を図りながら経営規模の拡大を推進

する、そして生産コストの削減を図る、継続的

かつ安定的な経営体として育成していくような

そんなことが重要であるかなと考えております。

そのため、これはあくまでも農家、農協さん初

めとした農業団体、皆様が主体でございますの

で、行政はそのお手伝いをさまざまな形からさ

せていただきたいというふうに考えております。 

 また、農業の生産基盤でもあり市民の生産基

盤でもあります農地や水等につきましては、ご

承知のとおり「農地・水・環境保全向上対策事

業」の実施によりまして農業者や地域住民が一

体となって施設や資源の保全を図るとともに、

地域循環や環境に優しい農業等の推進により安

全で安心な農産物の生産と環境の保全を図りな

がら活力ある農村や地域社会の形成を図ってい

かなければならないと考えておりまして、その

ための市の予算は、これは全面的に予算に計上

させていただいたところでございます。 

 そしてそのことが私が目指します、議員から

もご指摘ありましたレインボープランを生かし

たまちづくりや安心・安全をブランドとした長

井ブランドへと結びつくものであるというふう

に考えております。 

 19年度は、農業委員会からもいろいろご提案

いただいておりますが、農協さんあるいは農業

団体、レインボープラン協議会等々ともいろい

ろ協議いたしまして、レインボーの認証制度、
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また長井としての地域ブランドとして全国にこ

れを発信していくような取り組みを行ってまい

りたいと。具体的にはこれから検討してまいり

ますが、「レインボーの里から」というような、

これ仮称でございますが、そういった青ラベル、

赤ラベルと、それぞれの認定基準なども検討い

たしまして市挙げてこれを推進していくような

取り組みを行ってまいりたい。そうしたことに

よって少しでも農家の安定経営に寄与できるも

のであればなというふうに考えてるところでご

ざいます。 

＋ ＋

 次に、中心市街地の活性化についてでござい

ますが、この中心市街地の活性化の重要性は、

島田議員のご意見に全く同感でございます。 

 本町・中央まちづくり協議会におきまして

「住む」「集う」「商う」をキーワードとしま

して、お母さんと子供に優しいまちづくり、す

べての世代が集えるまちをと、こういったこと

を基本理念とした振興策をまとめておられます。

また、景観を大切にするためのまちづくり協定、

これは骨子でございますが、これも決定されて

おりまして、現在は総合的なまちづくり計画、

これはソフト、街路整備計画等のハードを含め

ますけども、検討中でございます。本町・中央

まちづくり協議会の動きは、今後の長井市にお

ける中心市街地のあるべき方向について重要な

意味を持つものと考えております。 

 こうした動きを支援するために市としても県

や国に対して、とりわけ街路事業の早期着工を

要望してるところであります。 

 次に、地球温暖化阻止宣言都市という、そう

いったご提言でございます。大変ありがたいご

提言をちょうだいしたなと、まず感謝申し上げ

たいというふうに思います。 

 地球温暖化対策につきましては、これは国に

ついてはご承知のとおり温室効果ガスの排出の

抑制等に向けた法整備等が進められております。

平成10年10月に「地球温暖化対策の推進に関す

る法律」が公布されまして、平成11年４月に施

行されました。この法では、地方公共団体は国

の基本方針に即して温室効果ガスの排出の抑制

等のための処置に関する計画を策定することが

規定されております。これを受けて、これまで

の「長井市環境保全率先行動計画」を見直し、

新たに「長井市地球温暖化防止実行計画」を平

成18年６月に策定いたしました。 

 また、この法律に規定されているもう一つの

計画、区域の自然的・社会的条件に応じて温室

効果ガスの排出の抑制等のための総合的かつ計

画的な施策、いわゆる「地域推進計画」につい

てもその策定に向けて環境審議会の議論が続い

ております。 

 この計画の審議では、次のような内容につい

て議論を進めていただいております。削減目標

を設けること、主要な柱となる事業の設定、地

域内で展開する推進力でございます。いずれも

重要で、しかも非常に厳しい、難しい項目です

が、特に基準となる平成２年に比べて温室効果

ガスが20％ふえております。これは県数値から

推定でございます。ふえている現状に、いわゆ

るチーム・マイナス６％を合計すると単純に

26％マイナスの数値となって、これに対応する

実施施策、事業の設定の創出に苦慮していると

ころでございます。しかしながら審議会の委員

の皆様には真剣に議論をいただいてるところで

ございます。 

 つきましては地球温暖化防止地域推進計画の

審議をしっかりと進めていただきながら、議員

からご提案のありました地球温暖化阻止宣言都

市といったアピール性をどうするかをもう一つ

の大きなテーマとしてご議論いただいて、そし

て環境審議会と相談しながらぜひ私としては宣

言都市の立ち上げに向けて努力してまいりたい

というふうに考えております。ありがとうござ

います。 

 あと２点目の各種業務委託契約及び工事請負
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業務契約における一者特命の契約の改善につい

てでございますが、島田議員には監査委員とし

ていろいろご指摘ちょうだいしております。き

ょうの資料いただきましたように、教育委員会

の管理課の方で９項目、このまま従来どおりで

やってますと実に132万6,000円、これが残念な

がら市としては余計に支出していたことになり

ます。そういったところも監査委員の方からご

指摘等々もいただきまして、大変ありがたく思

っております。 

＋

 契約事務に関しましては、これまで監査委員

から幾度となくご指摘をいただいてる現状でご

ざいます。言うまでもなく契約事務で重要なこ

とは、より安く、より確実に契約内容を履行さ

せることでございますが、そのために契約に際

しての競争の原理が働かなければならないとい

うことは、これ最低条件であるというふうに私

も考えます。 

 例えば、福祉事務所が所管しているような各

種福祉サービス業務に係る契約のようなものに

ついても、業務内容が現在の委託先でなければ

ならないものは別としまして、そうでなければ

議員ご指摘のように法令等の定めに従って適切

に今後とも対応してまいりたいというふうに考

えております。どうもありがとうございました。

以上でございます。 

○大沼 久議長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 随意契約による一者特命の

契約の改善についてということでございますの

で、私の方から少し市長の答弁に補足させてい

ただきながら答弁をさせていただきたいと思い

ます。 

 私の方でも、近年定例監査時におきまして契

約に関して留意を求められるケースが多いとい

うことについては認識をさせていただいている

ところでございます。 

 基本的に随意契約につきましては、地方自治

法第234条第２項、それから地方自治法施行令

第167条の２並びに長井市契約に関する規則第

24条から26条の規定に基づいて行われるべきも

のであるというふうに認識をしているところで

ございますが、さらに随意契約における一者特

命につきましては、長井市契約に関する規則第

24条の２ただし書きがございまして、これを根

拠にして行われているものと解しているところ

です。 

 ただ、この一者特命につきましては、制度上

認められているものでありまして、必ずしもす

べてが否定されるべきものではございませんが、

あくまでも例外的に許容されるものでございま

すので、運用に当たってはその根拠を明示し、

最小限にとどめる必要があるというふうに思っ

ているところでございます。 

 したがいまして、各課の締結する契約のすべ

てについて私が把握できる立場にはございませ

んが、契約事務の適正化の観点などから契約の

事務担当者説明会などの際にこの点などにつき

まして改めて周知を徹底することによりまして

ご指摘のないよう努めてまいりたいと考えてる

ところでございますので、よろしくお願いいた

します。以上です。 

○大沼 久議長 19番、島田友市議員。 

○１９番 島田友市議員 先ほど勇退しますとい

うことを申し上げたせいか随分と答弁が懇切丁

寧に、すべて答弁をしていただきました。本当

にありがとうございました。何も再質問の必要

はございません。ありがとうございました。 

 ただ、私、監査委員を担わせていただいてお

りますので、常に心していることをちょっとお

話しして質問を終わりたいと思いますが、地方

自治体の行政は住民から税金を主な財源として

運営されております。その事務を処理するに当

たっては、住民の福祉の増進に努めるとともに、

最小の経費で最大の効果を上げるようにすると

ともに、その組織及び運営の合理化に努め、そ

の規模の活性化を図らなければならないことに
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なっております。行政が公正で合理的かつ効率

的に行われているかどうかについて住民は知る

権利を持っているとともに、監視することが必

要かと思われます。ところが住民が地方自治体

の事務執行に対し日常的に批判したり監視する

ことは困難であります。住民にかわって監査委

員が監査を行うという制度が監査委員の制度で

あり、責務であると承知しております。非常に

逼迫している長井市は、自立に向け１年でも２

年でも大切に事務執行に全力を傾注し、取り組

んでいただくことを希望を申し上げながら質問

を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。 

＋ ＋

○大沼 久議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は、午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５４分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○大沼 久議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 午前に引き続き市政一般に関する質問を続行

いたします。 

 

 

 蒲生光男議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 順位３番、議席番号９番、蒲生

光男議員。 

  （９番蒲生光男議員登壇） 

○９番 蒲生光男議員 私は、フォーラム21を代

表し質問をいたします。市長以下当局の皆様方

には明確な答弁をお願いしておきたいと思いま

す。 

 さて、内谷市長におかれましては昨年11月の

市長選挙で94票差の激戦を勝ち抜かれ、第６代

目の市長に就任されました。ここに改めて就任

のお祝いを申し上げますとともに、長井市民の

幸せのためにご尽力くださいますようお願いい

たします。 

 市長には就任早々財政問題に直面され、苦労

されております心中は、私に限らず理解できる

ものであります。ここは現実を直視されまして

市民のためになるかならないかの判断で政策を

決定していただき、最初に議会に相談していた

だけるような信頼関係を構築してまいることが

重要ではないかと思っております。 

 さて、私の質問内容は通告してございますと

おりでございますが、市長就任され、市政運営

の基本的な理念や考えを特にお聞きしてまいり

たいと思います。 

 まず、施政方針をお聞きいたしまして率直に

感じたことですが、１ページ最後から２ページ

にかけまして、「長井市財政はまだまだ予断を

許しません。長引く地域経済の低迷による市税

収入の大幅な減少、人口減少社会の到来と国の

三位一体改革による地方交付税の削減も年々厳

しくなっていきます。一方、義務的経費、社会

保障費などは増嵩する状況にあり、市政を預か

る私はさらなる行財政改革に立ち向かうこと以

外にもはやなすすべはないと考えております」

と記述されております。この言葉で、いかに改

革の姿勢や方策を示されていてもしつこい目や

にのようにもはやなすすべないの言葉が絶望的

との印象を与え、何をしてもだめだというイメ

ージがとれないのであります。 

 まず、市税が大幅に落ち込んでいるでしょう

か。もっとも大幅という定義がどれくらいかと

いうこともあります。 

 ちなみに地方税で見ると、12年、33億2,000

万円、15年、31億2,200万円、17年、31億1,500

万円、18年、これは見込みですが、31億9,200

万円、19年、予想で33億4,800万円となってお
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